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学校法人鳥取環境大学設立趣意書            
 

 
 
 ２１世紀を目前に控えた今、国際化や高度情報化の急速な進展がもたらす社会・経済構造の変化が進む一方で、環境

問題や資源エネルギー問題の顕在化など、わが国は大きな変動の時を迎えている。 

 今日の環境問題は、身近な生活環境から地球温暖化など地球的規模の問題にまでわたり、その多くは都市生活型の公

害や地球温暖化にみられるように、日常生活や事業活動に伴って生じた環境への負荷の増大に起因している。これらの

環境問題の解決を目指すとともに、豊かな自然環境を将来の世代に継承していくためには、これまでの大量生産・消費、

廃棄型の社会経済システムや生活様式を変革し、環境への負荷の少ない持続的発展が可能な社会を構築しなければなら

ない。 

 環境をめぐる諸問題は、従来の学問が対象とする領域を超える複合的な問題として現れており、人と社会と自然との

関係を広い視野から多角的・総合的に理解し、環境と調和した新しい社会経済システムの構築に創造的に取り組む人材

の育成が求められている。 
 鳥取県は、多様で美しい自然環境や優れた生活環境に恵まれている。本県は、環日本海諸国との環境問題に関する交

流・協力に積極的に取り組むとともに、平成９年には環境基本条例を制定し、環境を保全し、より快適な環境を創造し、

将来世代に引き継いでいくことを謳うなど、豊かな自然環境を保全するため県として積極的に取り組んでいる。 
 しかしながら、鳥取県が次代においても自然環境や優れた生活環境を保ち、豊かさと活力に溢れる県勢の持続的発展

を期すためには、これらの施策のみならず、地域の問題から地球的規模の環境問題の解決に創造的に取り組むことので

きる資質を備えた専門人材の育成が必要である。 
 鳥取県と鳥取市は、これらの時代と地域の要請に応え、環境問題について人と社会と自然との共生の理念を基本に取

り組み、解決できる人材の育成と創造的な学術研究を目指し、国内はもとより国際社会で活躍する人材を養成する大学

の設立を志すものである。 
 本学は、高等教育機関充実への県民の期待を背景に、公的な支援による高い教育研究条件を備えるとともに、自主・

自立体制を構築することにより、私学の柔軟性や即応性を活かした大学運営を図るため、鳥取県、鳥取市の連携によっ

て新たな学校法人を設立する｢公設民営方式｣とすることとし、民間の協力を得ながら設立するものである。 
 

（学校法人鳥取環境大学寄附行為認可申請書より） 
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鳥取環境大学基本理念                
 

 
 
 鳥取環境大学は、｢人と社会と自然との共生｣の実現に貢献する 

 有為な人材の育成と創造的な学術研究を行うことを大学の基本理念とする。 

 

 

 

目的                        
 

 
 
１．教育 

  ①教育を最重要課題として、自律的行動のできる健全な社会人を育てる。 
  ②環境についての基礎基本とともに、各専門領域の知識や問題解決法などを身につけた人材を育成する。 
 
２．研究 

①人と社会と自然との共生の実現のための研究に取り組む。 
  ②各領域の専門性を活かしつつ、環境問題解決のために総合的に研究を推進する。 
 
３．大学の在り方 
  ①グローバルな視点や意識をもちつつ、地域に根ざした問題に取り組み、また、大学の機能、知的資源を活用し地

域に役立てる。 
  ②すべてのステークホルダーを配慮しつつ、よりよい大学を目指し常に改善努力する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 



- 3 - 

鳥取環境大学の沿革                  

開学前          
   

１９９５年（平成 ７年）  鳥取商工会議所等から、「東部地区へ公立大学を設置」についての要望が鳥取県及び

鳥取市へ提出 
  １９９７年（平成 ９年）  鳥取県と鳥取市が有識者からなる「大学設立準備委員会」を設立し、 

公設民営方式による新大学の設置について検討を始める 
  １９９８年（平成１０年）  「新大学基本計画」を県議会、市議会に説明し、了承される 
                   具体的な教育内容の検討と教員確保に着手し、文部省の許可を受ける 
    １９９９年（平成１１年）   鳥取環境大学設立準備財団が設立される 
                   文部省へ学校法人鳥取環境大学寄附行為と大学設置の認可申請 
                   環境に配慮した施設となるよう様々な工夫を凝らしながら大学の建設工事 
  ２０００年（平成１２年）  文部省からの認可を受け、平成１３年４月の開学が決定 
 

開学後          
   

２００１年（平成１３年）  鳥取環境大学開学［環境情報学部（環境政策学科・環境デザイン学科・ 
情報システム学科）］ 

  ２００５年（平成１７年）   大学院開設［環境情報学研究科 環境情報学専攻（修士課程）（社会環境学領域・ 
環境デザイン領域・情報システム領域）］ 
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１ 法人の概要 

（１）設置する学校・学部・学科等 
設置学校名 学部・研究科・課程名 学科・専攻・附属施設等名 

環境情報学研究科 環境情報学専攻 鳥取環境大学 
環境情報学部 環境政策学科 

環境デザイン学科 
情報システム学科 

 

（２）学部学科・大学院等の入学定員、学生数の状況 （人） 

 

大学院 領域名 入学定員 収容定員 学位又は称号 

社会環境学領域 １０ ２０ 

環境デザイン領域 ５ １０ 環境情報学研究科 
情報システム領域   ５ １０ 

修士（環境情報学） 

計 ２０ ４０  

 

（３）役員・教職員の概要（平成１９年４月１日現在） （人） 

 ア 役 員 
理事長 副理事長 常務理事 理 事 理事計 監 事 顧 問 
１ １ １ ８ １１ ２ １ 

 イ 教 員 
学   長 副 学 長 研 究 科 長 

１ ２ １ 
 

環境情報学部 教 授 准教授 講 師 助教 助 手 計 

環境政策学科 ８ ６ ２ ０ ０ １６ 

環境デザイン学科 ９研究科長含む ３ ０ １ ０ １３ 

情報システム学科 １０ ２ １ ２ ０ １５ 

人間形成教育センター ０ １ １ ０ ０ ２ 

計 ２７ １２ ４ ３ ０ ４６ 

※環境デザイン学科には特任教授1人を含む 

※環境情報学研究科の兼任教員４０人を含む 

 ウ 事務局職員 
事務局長 次 長 総務課 企画交流課 入試広報課 学務課 就職課 図書情報課 合 計 

１ １ ９（１） ３ ７ ５（４） ２（２） ５（２） ３３（９）

※（ ）は嘱託職員で別数 
※東京・大阪駐在、高校訪問担当の参与は含まず 

 
 
 

学部名 学科名 学部定員 編入学定員 収容定員 学位又は称号 

環境政策学科 １６６ ２ ６６８ 学士（環境政策学） 

環境デザイン学科 ７９ ２ ３２０ 学士（環境デザイン学） 環境情報学部 
情報システム学科 ７９ ２ ３２０ 学士（情報システム学） 

計 ３２４ ６ １，３０８  
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２ 事業の内容 

（１）概 要 

 平成１８年４月１日付けで附属施設として人間形成教育センターを設置し、人間形成科目（外国語科目、 

情報処理科目、総合教育科目）の強化を図った。 

【平成１９年度学生状況】 
〔学部〕                       （2007年4月1日 現在、単位：人 休学者は内数） 

07年度生 06年度生 05年度生 04年度生 

 
合  計 

学科名 

入 
学 
定 
員 入

学 
在
籍 

休
学 

入
学 

在
籍 

休
学 

入
学 

在
籍 

休
学 

入
学 

在
籍 

休
学 

在
籍 

休
学 

在
籍 

休 
学 

環境政策学科 166 103 103 0 150 147 1 172 166 2 191 187 3 21 4 624 7 

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 79 38 38 0 37 37 3 60 49 1 63 55 1 7 1 186 6 

情報ｼｽﾃﾑ学科 79 44 44 0 40 39 0 48 44 3 59 45 0 15 4 187 7 

合  計 324 185 185 0 227 223 4 280 259 6 313 287 1 43 9 997 20 

※入学定員には編入定員を含まない。 

〔大学院〕          （2007年4月1日 現在、単位：人、休学者は内数） 

07年度生 06年度生 05年度生 合 計 
領域名 

入
学 
定
員 入 

学 
在 
籍 

休 
学 

入 
学 

在 
籍 

休 
学 

在 
籍 

休 
学 

在 
籍 

休 
学 

社会環境学領域 10 3 3 0 7 7 1 － － 10 1 
環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ領域 5 4 4 0 7 7 0 2 1 13 1 
情報ｼ ｽ ﾃ ﾑ領域 5 6 6 0 3 3 0 － － 9 0 

合  計 20 13 13 0 17 17 1 2 1 32 2 

 

【平成１９年度就職状況】 
〔大学〕                   〔大学院〕 

                                                    

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

合 計   

  男 女 計 

修了者(A) 10 3 13 

就職希望者(B) 8 3 11 

進学・その他 0 0 0 

内定者(C) 6 3 9 

内定率(C/B） 75.0% 100.0% 81.8% 

就職率（C/A） 60.0% 100.0% 69.2% 

合 計   

   男 女 計 

卒業者(A) 228 79 307 

就職希望者(B) 190 65 255 

進学・留学者 17 6 23 

その他※ 21 8 29 

内定者（C） 178 63 241 

内定率(C/B） 93.7% 96.9% 94.5% 

就職率（C/A） 78.1% 79.7% 78.5% 

03年度生
以前 
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（２）教育研究 

ア 学部卒業生 
 
 
 
 
 
 

平成１３年４月開学以来、１学部体制を維持し小規模大学ならではのきめ細やかな教育を展開した。 
 

イ 環境政策学科 

   社会科学と自然科学の２つの視点から、総合的に環境政策や社会システムを立案できる人材を育成 

  （学科の特徴） 

・法学や経済学、経営学といった社会科学的なアプローチを重視。 

・環境問題の発生基盤となる社会の構造や企業の役割を理解することに努める。 

・環境問題が発生するメカニズムを自然科学的な見地からも考察する。 

・行政や企業などのフィールドで、総合的な視点から環境保全対策を立案できる能力を備えた人材を育てる 
ことを目指す。 

・学生が夢中になり、楽しく学べる学科作りを目指す。 

 

ウ 環境デザイン学科 

   家具から建築、街並み、都市計画まで、環境と調和するデザインを創造できる人材を育成 

  （学科の特徴） 

・環境に優しい生活の在り方を総合的に探求する。 

・環境デザインの演習・講義・実験を通じて｢安全・健康・快適で耐久性のある美しい生活空間｣を実現するための

デザインと技術を学ぶ。 

・地球の環境について視野を広げ、自然と人間の未来を豊かな目で見つめ、将来の生活環境に貢献できる人材を育

成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境情報学部 人数 
環境政策学科 １７３名 

環境デザイン学科 ７４名 
情報システム学科 ６０名 

合 計 ３０７名 
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エ 情報システム学科 

理工系と人文社会系の知識をバランス良く有し、循環型の社会経済システムやライフスタイルのための高度な情

報システムを構築できる人材、及び、急速に進展するコンピュータ技術に対応できる素養を持ち、コンピュータシ

ステムをその利用される環境で最適に運用するための思考法と方法論を持った人材を育成 

（学科の特徴） 

・教育中心・重視の大学として、学生に高い付加価値をつけて送り出すことを第一の役割とする。 
ただし、手取足取り教えるのではなく、学生に「各人が自らを育てる責任」があることを伝え、自ら学ぶ力とその

ための基礎的知識、習慣、スキルを身につけてもらう。 

・豊かな人間性と感受性を持って、人生をいきいきと生きる人物に育つよう全人的教育を行う。 

（健全な社会人・国際的に活躍できる人材を育成するには、単に知育だけでなく、全人的教育が求められる。） 

・情報システムの世界は技術の進展も早く、また、関連領域も広いので、自分で学ぶことと併せて、多くの他分野の

専門家とも協力して仕事ができることが大事で、コミュニケーション能力を重視する。 

 

 オ 人間形成教育センター 

幅広い教養教育・基礎教育である「人間形成科目」を実施して、専門教育への橋渡しを行う。 

（人間形成科目とは） 

・世界で通用するコミュニケーション能力を効果的に身につける「外国語科目」、コンピュータの基礎から応用まで

を体系的に学ぶ「情報処理科目」、豊かな人間性を育むために幅広く学問の基礎を学ぶ「総合教育科目」、これら

３つの科目で構成され、知識の習得にとどまることなく、多角的な視野を育てる。 

 （特色ある外国語教育） 

・実践的なコミュニケーションの能力を養成することを目的とする「インテンシブ・イングリッシュ 

（１～８）」を開講した。 

主な特色 

・１年次には必修で、１回９０分週３回を英語のみで進める集中プログラム 

  ・文法・語彙・リーディング、作文・発表、理論的思考と議論の３領域について基礎項目を習得 

・講義は原則として英語で行われ、リスニングの技能は全てのコースで養成 

   また、英語以外の外国語科目は、中国語、コリア語、ロシア語の３言語に関する授業科目（１科目）を開講した。 

  

カ プロジェクト研究  ＊３学科共通 

社会人となってから役立つ実践的なコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、実行力を養うことを 
目的とする「プロジェクト研究（１～７）」を開講した。 

  主な特色 

・環境問題や企業・地域社会が抱える問題等について、１・２年次は学科の枠を越えた学生６～７名で、３・４年

次はそれまで養ってきた知識・経験を活かし学科別でチームを校正し専門的かつ実践的な研究活動を行う。 
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キ 授業日程等（学部） 

           ４月 ４日     ：入学式 

     ４月 ３日・５日・６日     ：前期履修ガイダンス（２年～４年生） 

        ４月 ５日～７日     ：フレッシャーズセミナー（１年生） 

           ４月１０日     ：前期授業開始 

           ７月２４日     ：前期授業終了 

      ７月２６日～８月４日     ：前期定期試験 

           ９月２６日     ：後期履修ガイダンス 

           ９月２８日     ：後期授業開始 

      平成１９年１月２２日     ：後期授業終了 

 平成１９年１月２４日～２月２日     ：後期定期試験 

      平成１９年３月２１日     ：学位授与式 

 

ク 科目等履修生及び聴講生の受入 

   一般の方に修学の場を提供した。 

前期：聴講生 ６名（うち新規１名、継続５名） 

後期：聴講生 ３名（うち新規１名、継続２名） 

 

ケ 高校との交流・連携 

 ①県立高等学校との交流連携を図るため、教職員の相互派遣による授業を実施した。 

   派遣： ８校 延べ１９名 

   受入：１科目（「建築の数学基礎」） １名 

 ②高等学校への環境教育の推進を目的に、鳥取情報ハイウェイ等の高速情報網を活用した『遠隔環境教育』を実

施した。 

実施： ４校（鳥取工業、青谷、米子工業、誠英（山口県防府市）） 

回数：１１回（生徒対象） 
【内訳】鳥取工業：２回、青谷：７回、米子工業：１回、誠英：１回 

 

コ 教育懇談会の開催 

学業成績、学生生活及び就職活動状況について、保護者と教職員が懇談 

１０月２９日：大阪会場 参加保護者数  ８名（うち個別面談数  ７名） 

１１月 ６日：米子会場 参加保護者数 ３９名（うち個別面談数 ２９名） 

１１月１９日：本学会場 参加保護者数１０９名（うち個別面談数 ７４名） 

 

 

 



- 10 - 

 サ 聴覚障害者に対する学習支援 
   ・手話講座の実施 
   ・パソコン要約筆記者の養成及び授業支援 

 

 シ 環境マインド等検討委員会の設置 

 全ての学生に「環境マインド」を持たせることにより、他大学との差別化を図ることを目的として 

カリキュラム等を検討する委員会を設置（平成１９年２月、報告書を学長に提出） 

 

ス 大学院卒業生 
 
 
 
 
 

 
平成１７年４月に開設した大学院 環境情報学研究科 環境情報学専攻（修士課程）が完成年度を迎えた。 

（環境情報学研究科の特徴） 

・１専攻「環境情報学専攻」３領域「社会環境学領域」「環境デザイン領域」「情報システム領域」で構成し各分野

の先端的な学術研究を推進し「環境学」の高度な専門性と幅広い視野・見識を持つ人材を育成。 

（３）学生生活 

ア 奨学金支給、授業料減免 

成績が優秀であるにもかかわらず経済的な理由で修学が困難な学生を対象に、奨学金制度及び授業料減免制度に

基づき、支給及び減免等の措置を講じた。 

①奨学金 

・鳥取市鳥取環境大学奨学金 

＜年間給付額＞ 
大 学 院 各領域共通    ５０万円 
学  部 環境政策学科   ５０万円 

環境デザイン学科 ６０万円 
情報システム学科 ６０万円 

＜採用実績＞  

大学院  社会環境学領域   ： ４名（各学年 ２名） 

     環境デザイン領域  ： ２名（各学年 １名） 

     情報システム領域  ： ２名（各学年 １名） 

学部   環境政策学科    ：４０名（各学年１０名） 

     環境デザイン学科  ：１６名（各学年 ４名） 

     情報システム学科  ：１６名（各学年 ４名） 

              総計８０名 

※奨学金交付式及び市長と奨学生との懇談会（６月２７日、１２月４日） 

環境情報学研究科（大学院） 人数 
社会環境学領域 ５名 
環境デザイン領域 ２名 
情報システム領域 ６名 

合 計 １３名 
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・日本学生支援機構奨学金受給者 

大学院： １４名 

学 部：４４１名 

・地方公共団体等その他の奨学金受給者 

学 部： ３８名 

②授業料減免 
学期ごとに授業料の半額を免除                     （人） 

 前 期 後 期 計 
大学院 ３ ６ ９ 
環境政策学科 １４ １７ ３１ 
環境デザイン学科 ７ １２ １９ 
情報システム学科 ４ ７ １１ 

計 ２８ ４２ ７０ 

イ 特待生 

対 象 者： 一般入試Ａ方式及びセンター試験利用入試前期において成績優秀で特待生として選考され入学した

者 

      ４年生 ２名（環境デザイン学科１名、情報システム学科１名） 

      ３年生 ２名（環境政策学科１名、環境デザイン学科１名） 

      ２年生 ４名（環境政策学科４名） 

      １年生 ５名（環境政策学科２名、環境デザイン学科１名、情報システム学科２名） 

優遇措置： 鳥取市鳥取環境大学奨学金と学費（授業料・実験実習費、施設費）の一部免除の併用により、

学費負担を全額免除 

ウ 学生生活相談 

・保健室における学生相談：随時実施                   相談件数 延べ９４０件／年 

・校医【メンタルヘルス、スポーツ、一般内科】による健康相談（毎月実施） 相談件数 延べ ２９件／年 

・相談内容の上位 

 カウンセリング      ：３２４件（３４．５％） 

 検診結果通知（就職関連） ：１９１件（２０．３％） 

 呼吸器系（風邪等）    ： ６０件（ ６．４％） 

 

エ 学生フォロー制度の実施 
 新入生対象に欠席状況を把握し、欠席の多い学生とチュータとの面談を通じて、欠席原因を把握し、 
早期に問題点を解決し有意義な学生生活を送れるよう支援することを目的として平成１８年度より実施。 

 

オ クラブ・同好会 
 大学クラブ公認クラブ・同好会団体数  

   クラブ数：体育系２９団体 文科系２４団体  （計 ５３団体）  

   同好会数：体育系 ４団体 文科系 ８団体  （計 １２団体） 
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カ 学生表彰 
・学生年度表彰制度の新設・表彰 

課外活動、社会活動等１年間を通じて顕著な成績を残した団体・個人を表彰。 

今年度より新設 ９団体６名を表彰（平成１９年１月２３日） 

・卒業生表彰 

４年間の学業成績トップの者及び課外活動、社会活動等の功績により表彰 

成績優秀者３名（各学科１名）、課外活動部門５名、社会活動部門２名、アクティビティ部門５名を表彰 

（平成１９年３月２１日） 

 

キ 学生の海外派遣及び留学生等との交流 

・サマー・ユース・キャンプ（韓国：江原道）への学生派遣（７月３日～２２日） 

・韓国青少年施設環境学会との交流（７月７日） 

・山陰沿岸清掃（６月２９日～７月３日） 

日本海沿いを、韓国南ソウル大学生等と清掃 

・韓国ハンリム大学生との交流（７月１３日） 

・「地域交流プログラム２００６ in Tottori」（日本学生支援機構主催）による中国地方在住の留学生約８０名 

と交流（９月２３日～２４日） 

 

ク その他学生関連行事・活動状況等 

・しゃんしゃん祭への参加（８月１２日） 

参加者数１００人 

・第１回環境社会検定試験（eco検定）（１０月１５日） 

合格者７８名（合格率７５%）  

・環謝祭（１０月２８日～２９日） 

テーマ「つながり」 来場者数３，５００人 

・第３回環大コンペ表彰式（１１月１５日）：「鳥取環境大学を支援する会」主催 

大学生活の向上、地域社会への貢献企画５件を表彰 

１等：「日本列島を軽くしよう！」学生 ISO委員会企画 
２等：「野菜といえばMAB」中山間地域応援隊MSB企画 他 

・スポーツ大会（１１月２５日～２６日） 

参加者数２１８人 

   ・第５５回独立書道展（平成１９年１月）：｢独立書道団・文化庁｣主催 

    環境デザイン学科３年生の作品が｢ヤング賞｣を受賞（本学へ寄贈） 
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（４）就職・進学等進路支援 

ア 就職結果（２００７年３月卒業者） 

①進路分布 

２００６年度卒業生の進路

内定者

進学・留学

その他

活動中

内定者 進学・留学 その他 活動中

卒業者３０７名

 

②学科・領域別就職内定結果 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

卒業者(A) 133 40 173 45 29 74 50 10 60 228 79 307

就職希望者(B) 110 30 140 37 26 63 43 9 52 190 65 255

進学・留学者 7 4 11 3 1 4 7 1 8 17 6 23

その他※ 16 6 22 5 2 7 0 0 0 21 8 29

内定者（C） 105 30 135 33 24 57 40 9 49 178 63 241

内定率(C/B） 95.5% 100.0% 96.4% 89.2% 92.3% 90.5% 93.0% 100.0% 94.2% 93.7% 96.9% 94.5%

就職率（C/A） 78.9% 75.0% 78.0% 73.3% 82.8% 77.0% 80.0% 90.0% 81.7% 78.1% 79.7% 78.5%

※：アルバイト、公務員受験浪人、資格取得など

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

修了者(A) 4 1 5 1 1 2 5 1 6 10 3 13

就職希望者(B) 2 1 3 1 1 2 5 1 6 8 3 11

進学・その他 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内定者(C) 1 1 2 1 1 2 4 1 5 6 3 9

内定率(C/B） 50.0% 100.0% 66.7% 100.0% 100.0% 100.0% 80.0% 100.0% 83.3% 75.0% 100.0% 81.8%

就職率（C/A） 25.0% 100.0% 40.0% 100.0% 100.0% 100.0% 80.0% 100.0% 83.3% 60.0% 100.0% 69.2%

社会環境学領域 環境デザイン領域 情報システム領域 大学院合計

環境政策学科 環境デザイン学科 情報システム学科 学部計
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③主な内定先 
業種      企業名      

農業   

建設業 前田建設工業、砂丘園芸､積水ﾊｳｽ､高下組、大和ﾊｳｽ工業､ﾎｰﾑｽﾞ、穴吹工務店、ﾐｻﾜﾎｰﾑｻﾝｲﾝ､東建ｺｰﾎﾟﾚｰ

ｼｮﾝ､ﾌｼﾞｼﾞｭｳ､後藤建設､清友､三菱ﾏﾃﾘｱﾙﾃｸﾉ､ｴﾑﾋﾞｰｴｽ､ｸﾞｯﾄﾞﾘﾋﾞﾝｸﾞ､池田住研､ 

松下電工ﾎｰﾑｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ､ｲﾜﾌﾞﾁ､田澤建設､栗谷ﾃｸﾉｽ､協和ｴｸｼｵ 

製造業 日本全薬工業､正光､鳥取三洋電機､大和冷機工業、ｴｸﾞﾛ、飛騨産業、水谷ﾍﾟｲﾝﾄ､山崎製ﾊﾟﾝ､ 

ﾋｶﾞｼﾏﾙ醤油,大山ﾊﾑ､島根ﾅｶﾊﾞﾔｼ､あさひ製菓､武蔵野､日本食研､ｻｻﾔﾏ､南九州ｺｶｺｰﾗﾎﾞﾄﾘﾝｸﾞ､ 

ｸﾗｳﾝﾊﾟｯｹｰｼﾞ､気高電機､日本ﾗｲﾂ､ｱｲｲｰｼｰ､ｼﾉﾌﾞﾌｰｽﾞ､ｺﾞｳﾀﾞ､尾池ﾌｧｲﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ、戎屋化学工業､ 

勝原製作所､吉田製作所､ｵﾑﾛﾝ山陽､工作社、真生印刷､日本全薬工業､名古屋製酪､日軽産業､ 

立川ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ工業､ﾐﾉｳﾗ 

情報通信業 ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ、富士通中国ｼｽﾃﾑｽﾞ、ｱｸｼｽ､NEC ｼｽﾃﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ､ｺﾓﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ､NTT ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞｰ、ｿﾌｨｱ､ 

ｺﾒｯﾄ情報、ｸﾛｽｳｪｲ､ｱｲｽﾀｰ、ﾊｲｴﾚｺﾝ､日本ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ､新日本海新聞社､日本ﾗｯﾄﾞ､ｴﾑｱﾝﾄﾞｼｰｼｽﾃﾑ､ 

日本ｿﾌﾃｯｸ､ﾄｰﾃｯｸｱﾒﾆﾃｨ､ｱｽﾞﾊﾞｰｽ 

運輸業 岡山県貨物、ﾔﾏﾄ運輸､日本通運､西日本旅客鉄道 

卸売・小売業 ﾊﾛｰｽﾞ、ﾏﾙｲ、山陰ｵｰﾔﾗｯｸｽ販売、ﾗｲﾌｫｰﾄ、ｺﾒﾘ、ﾆﾄﾘ､ﾊﾞﾛｰ､ﾊﾞﾙｺｽ、ｳｪﾙﾈｽ湖北、山陰ﾅｼｮﾅﾙ、 

鳥取三菱自動車販売、三和興業、山陰食鶏、三城、山陰ｽﾊﾞﾙ､ﾀﾞｲﾜﾎﾞｳ情報ｼｽﾃﾑ､ｱﾊﾞﾊｳｽｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ､ 

吉田石油店､ｴｽﾌｰｽﾞ､ｺｸﾐﾝ､ﾘﾘｶﾗ､ｲｵﾝ､はるやま商事､ｻﾝｾｷ､ｳｼｵ､小野､山野商事､ﾘｯｸ､ｻﾞｸﾞｻﾞｸﾞ､ 

鳥取ﾄﾖﾀ自動車､ｺｲｽﾞﾐ照明、ﾘｶｰﾏｳﾝﾃﾝ､大黒天物産､ﾀﾞｲﾜﾗｸﾀﾞ工業､ｺﾞﾀﾞｲ、日の丸産業､西原商会､ 

ｵﾝﾜｰﾄﾞ樫山､白十字薬局､ｴﾇｴﾙｴﾇ､さとう､中国三菱電機販売､TENGOKU､ﾐﾄﾞﾘ電化､ﾓﾊﾞｲﾙｻﾎﾟｰﾄ 

金融・保険業 山陰合同銀行、大山日の丸証券、鳥取銀行，島根銀行、新日本商品､明治安田生命保険、 

鳥取信用金庫､伯耆農業共済組合､NIS ｸﾞﾙｰﾌﾟ､安田保険事務所 

不動産業 ｱｰﾈｽﾄﾜﾝ,ｴｲﾌﾞﾙ､ﾚｵﾊﾟﾚｽ 21､ｴｽﾃｰﾄｾﾝﾀｰ､ﾀﾞｲﾜｻｰﾋﾞｽ､大和ﾘﾋﾞﾝｸﾞ 

飲食店・宿泊業 ﾜﾀﾐ､赤垣屋､ｾﾞﾝｼｮｰ、ｸﾞﾙﾒ杵屋､ﾜﾀﾐﾌｰﾄﾞｻｰﾋﾞｽ､ｵｰﾙﾄﾞﾆｭｰ 

医療・福祉 慶友会 

教育・学習支援業 鳥取ｲﾅﾊﾞ自動車学校,遊学、ABC Cooking 

複合ｻｰﾋﾞｽ業 生活協同組合ｺｰﾌﾟしが、やすぎ農業協同組合、富士宮農業協同組合､協同組合丸合､ 

北びわこ農業協同組合､鳥取中央農業協同組合､鳥取いなば農業協同組合､たじま農業協同組合､ 

鳥取西部農業協同組合､隠岐どうぜん農業協同組合､鳥取県畜産農業協同組合､ 

生活協同組合おかやまｺｰﾌﾟ､丹波ひかみ農業協同組合 

サービス業 ｱｰｽｻﾎﾟｰﾄ、綜合警備保障、ﾀﾞｽｷﾝ福山､i assist、ｲﾜﾌﾞﾁ､大和工商ﾘｰｽ、ﾅｳ､ｲｼﾝ､ 

ﾋｭｰﾏﾝｸﾘｴｲﾄｼﾞｬﾊﾟﾝ､ｺﾝﾌｨﾃﾞﾝｽ､因幡環境整備､太陽建機ﾚﾝﾀﾙﾞ､兵庫県園芸公園協会､ｱﾙﾄﾅｰ､ﾀﾞｲﾅﾑ､ 

清美社､三栄､ｼﾞｪｲﾃｨﾋﾞｲ中国､丸三､VSN､日本ｴｲﾑ､日本郵政公社 

設計事務所 池下設計 

公務 鳥取県警、島根県警、鳥取県庁、防衛省、鳥取市役所、東部広域行政管理組合､南部町役場､ 

飯南町里山ｺﾐｯｼｮﾝ設立準備委員会 

内定先（大学院）：日建設計(ｱｸﾄ)、ﾐﾈﾍﾞｱ･松下ﾓｰﾀ、日本ﾗｯﾄﾞ､ﾍﾞｶﾞｼｽﾃﾑ､ﾕｰｴｯｸｽｼｽﾃﾑｽﾞ､ｷﾞｬﾗｸｼｰ､ 

鳥取いなば農業協同組合、若城建築事務所､政田謙治･孝税理士事務所 

進学先：大阪教育大学大学院、中央大学大学院、鳥取大学大学院、鳥取環境大学大学院 
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   ④就職先業種別グラフ 
業種別グラフ 

農業
0.0%

製造業
16.6%

運輸業
5.0%

不動産業
2.5%

サービス業
24.9%

流通業
19.9%

建設業
10.0%

公務
5.4%

金融・保険業
6.2%

情報通信業
9.5%

 
    

⑤就職地域別グラフ 
就職地域別グラフ 

関東
15.8%

信越・北陸
1.3%

東海
5.0%

近畿
21.7%

鳥取県
35.8%

中国（鳥取除く）

15%

四国
2.5%

九州・沖縄
0.4%

 



- 16 - 

⑥ 鳥取県内出身者の県内就職状況（学部） 
項目 環境政策 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 情報ｼｽﾃﾑ 合計 比率 ２期生 １期生 

県内出身者の県内に就職 ４０人 １５人 １８人 ７３人 ５７．０% ５７．５%６５．１%

県内出身者の県外に就職 ２６人 １１人 １８人 ５５人 ４３．０% ４２．５%３４．９%

内定者数 小計 ６６人 ２６人 ３６人 １２８人 

未内定者数 ４人 ２人 ３人 ９人 

小  計 ７０人 ２８人 ３９人 １３７人 

  

  

  

  

  

  

県内出身者の就職内定率 ９４．３% ９２．９% ９２．３%９３．４% 

  

  

  

  ９３．８%９５．０%

項目 環境政策 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 情報ｼｽﾃﾑ 合計 比率 ２期生 １期生 

県外出身者の県内就職 ７人 ６人 ０人 １３人 １１．５% １２．０% ９．７%

県外出身者の県外就職 ６２人 ２５人 １３人 １００人 ８８．５% ８８．０%９０．３%

内定者数 小計 ６９人 ３１人 １３人 １１３人 

未内定者数 １人 ４人 ０人 ５人 

小  計 ７０人 ３５人 １３人 １１８人 

  

  

  

  

  

  

県外出身者の就職内定率 ９８．６% ８８．６%１００．０%９５．８% 

  

  

  

  ９２．６%９２．４%
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イ 就職（進学）支援行事 
進路支援スケジュール（学部） 

年月日 曜日 タイトル 対 象 内   容 

2006年     

４月３日 月 キャリアデザイン講座 ３年生 ○３年生のキャリアデザイン 

４月３日 月 キャリアデザイン講座 ２年生 ○2年生のキャリアデザイン 

４月５日 水 就職ガイダンス4年ー１ ４年生 ○就職活動の中間チェック 

４月６日 木 キャリアデザイン講座 １年生 ○キャリアデザインに向けての大学での過ごし方 

４月１３日 木 適性診断事前説明会 ３年生 ○キャリアデザイン（仕事に関わる人生設計）と適性診断 

４月２０日 木 学内合同企業説明会 ４年生 県内企業を中心とする合同企業説明会 

５月１１日 木 適性診断試験 ３年生 適職診断テスト受検 

５月１３日 土 保護者進路相談会 ４年生 ４年生の保護者向け相談会 

５月下旬   就職ガイダンス4年ー２ ４年生 ○県内求人企業紹介 ○これからの就職活動 

６月１日 木 就職実践講座① ３年生 ○自己分析、自己PR （外部講師） 

６月８日 木 適性診断事後解説会 ３年生 適職診断テスト結果を利用した自己発見の方法 

６月１５日 木 大学院ガイダンス 3･4年生 
○鳥取環境大学大学院の説明 

○大学院受験方法及び大学院での研究生活内容 

6月２２日 木 就職ガイダンス３年－Ⅰ ３年生 ○就活の流れ ○企業が採用したい人 ○予備登録 （就活ｶﾞｲﾄﾞ､予備登録票配布） 

６月２９日 木 インターンシップ説明会 ３年生 ○インターンシップの意義 ○希望登録書の書き方  

７月２７日 木 インターンシップ事前研修会 ３年生 ○マナー研修 ○インターンシップの手続きについて 

８月～９月   インターンシップ実習 ３年生   

９月２６日 月 就職ガイダンス２年 ２年生 ○筆記試験対策講座について 

９月２６日 月 就職ガイダンス1年 １年生 ○就職に向けて 

９月２６日 月 就職ガイダンス３年－Ⅱ ３年生 ○本年度の動向 ○就職ナビの使い方 

９月３０日 土 
私のしごと館見学会 

（鳥取県地域労使就職支援機構主催） 

１年生～ 

 ３年生 
「私のしごと館」（京都府･京阪奈学研都市）で様々な仕事を体験 

１０月５日 木 
就職ガイダンス３年ーⅢ 

（就職手帳配布） 
３年生 

○企業の選び方 

○個人面談について 

10月～   個人面談 ３年生 
個人面談により、個人の特性や将来の志望などを把握し、就職支援に役立てます。 【進

路予備登録票提出期限：９月３０日】 

１０月１２日 木 就職ガイダンス３年ーⅣ ３年生 ○スーツ等の選び方、着こなし方（青山商事） 

１０月１９日 木 就職ガイダンス３年－Ⅴ ３年生 ○新聞の読み方について （日経新聞） 

１０月２６日 木 筆記試験対策模試 ３年生 ＳＰＩ模擬試験 （有料）  業者：早稲田セミナー 

１０月～１１月   インターンシップ報告会 ３年生 インターンシップの実習結果を各自がまとめて報告します。 

１１月２日 木 就職ガイダンス３年ーⅥ ３年生 
○４年生による就活報告会 就職活動を振り返って：内定者から今年度の就職活動体験

を聞き、就職活動に役立てます。【全体報告の後、業界別に個別質問会を開催】 

１１月９日 木 業界研究会 【2年生参加可能】 ３年生 
各界の方をお招きし、業界を取り巻く環境や、業務内容等の説明を受け、理解を深めま

す。 【業界は、別途に掲示します】 

１１月１６日 木 業界研究会 【2年生参加可能】 ３年生 
各界の方をお招きし、業界を取り巻く環境や、業務内容等の説明を受け、理解を深めま

す。 【業界は、別途に掲示します】 

１１月２３日 木 業界研究会 【2年生参加可能】 ３年生 
各界の方をお招きし、業界を取り巻く環境や、業務内容等の説明を受け、理解を深めま

す。 【業界は、別途に掲示します】 

１１月３０日 木 筆記試験対策模試解説 ３年生 ○ＳＰＩ模試解説 筆記試験の代表、SPI（適性検査）について解説してもらいます。 

１２月７日 木 就職実践講座② ３年生 ○履歴書・エントリーシートの書き方（外部講師） 

１２月１４日 木 就職実践講座③ ３年生 若者仕事ぷらざ主催の就職支援セミナー 

2007年       

１月１１日 木 
就職ガイダンス３年ーⅦ 

（進路登録票配布） 
３年生 

○学内手続きについて ○面接対策 

○面接練習スケジュール 

１月１３日 土 
OB ・ OG 進 路 相 談 会        

【2年生参加可能】 
３年生 卒業生が進路相談に応じます。 

２月５日 月 就職実践講座④ ３年生 ○身だしなみ、マナー研修 （JALアカデミー） 

2月7～9日 
水～

金 
面接練習 ３年生 模擬面接を通して、実際の面接を体験します。 

２月～４月   就職フェア参加バス運行（有料） ３年生 関西・中国地区等で開催される就職フェアに貸切バスで参加。 

2月22･23日 
木・

金 
学内合同企業説明会① ３年生 県内外の企業をお招きして合同企業セミナーを開催します。 

3月23日 木 学内合同企業説明会② 新４年生 県内中心に企業をお招きして合同企業セミナーを開催します。 

4月20日 木 学内合同企業説明会③ 新４年生 県内中心に企業をお招きして合同企業セミナーを開催します。 
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ウ 進路支援施策（学部） 

①就職ガイダンスの開催 

   ３年生対象：１８回 ２年生対象：２回 新入生対象：１回 

   ※１１月には４年生による就職活動報告会を開催 

②学内合同企業説明会の開催 

   １回目（平成１９年２月２２日～２３日） 

    参加企業５５社 学生参加者約１８２名 

   ２回目（平成１９年３月２３日） 

    参加企業３１社 学生参加者約９１人 

   〔３回目は平成１９年４月１９日実施 参加企業１９社 学生参加者約３８名〕 

③面接練習の実施（平成１９年２月７日～９日） 

   〔参加学生〕１０３名 〔面接官〕教員：延べ２９名 職員：延べ３１名 

④インターンシップの派遣 

   派遣時期 ：８月～９月の２週間 

   派遣先数 ：３６団体  

   派遣学生数：５１名  

⑤企業懇談会の開催 

   ・山陽地区〔１０月１３日・岡山〕：２１企業１団体参加 

   ・関西地区〔１０月２０日・大阪〕：３４企業４団体参加 

   ・関東地区〔１０月２７日・東京〕：２６企業参加 

⑥業界研究会の開催 

   流通、マスコミ、食品製造、繊維製造、住宅メーカー、情報、運輸、公務（鳥取県）の各業界より実務者を招聘

し、業務内容等の説明会を実施 

⑦筆記試験対策講座（東京アカデミー岡山校主催：有料）の実施 

    申込者数：公務員行政系 １６名 

        公務員教養系  ９名 

民間就職対策 １３名 

    ※公務員試験直前対策講座（無料；早稲田セミナー）の開催：５月 

⑧その他就職・進路支援策 

   ・就職支援チャーターバスの運行（平成１９年２月６日） 

リクナビLIVE大阪 参加者４０名 

・借上宿舎の提供（学生負担１泊２，０００円 ２月中旬～６月中旬）  

    東京２室 大阪２室 

    利用状況：東京７２泊 関西７８泊 

・鳥取県人会（関東、東海、関西地区）への参加による広報活動 
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・「わたしのしごと館」（京都府）での仕事体験（鳥取県地域労使就職支援機構主催） 

   （９月３０日 １６名参加） 

   ・大学院ガイダンスの開催（６月１５日 ２０名参加） 

本学大学院の概要、大学院の受験対策及び大学院での研究について、本学教員より説明。（本学大学院へ

の進学者は１１名） 

・同窓会との共催でOB・OGによる「行列のできる就職相談会」開催 

    参加者 相談員（OB.OG ２２名） 学生 約４０名 

 

（５）学外交流事業等の実施 

ア 海外の大学との研究交流 

  ＜来学者＞ 

   （ロシア）極東国立工科大学学長補佐  平成１９年３月２７日 

＜１８年度までの提携状況＞ 
締結完了【５大学】 ユニテック工科大学（ニュージーランド、２０００年１１月締結）【参加学生：８人】 

清州大学校理工大学（韓国、２００２年２月締結～２００７年２月） 
パリ‐ベルビル建築大学（フランス、２００２年８月締結）  
オーフス建築大学（デンマーク、２００３年９月締結）【参加学生：１人】 
ロシア極東国立総合大学（ロシア、２００３年１０月締結） 

事前協定【２大学】 吉林大学（中国、２００２年８月締結） 
江原大学校（韓国、２００２年９月締結） 

イ 海外英語研修事業 

ウ 提携大学への短期留学 

エ 大学の地域開放事業 

①図書館の開放 

平日は午前９時～午後６時まで、土曜日は午前９時～午後３時まで一般に開放した。 
※試験運行として以下の期間は午後８時まで開放した。 
 （７月１８日～８月３日、９月２８日～１１月１０日、平成１９年１月１７日～２月２日） 

②公開講座の実施 

地域に開かれた大学の実現を図るため、公開講座を実施した。 

＜公開講座＞ 

会場：鳥取県立図書館、３シリーズ、受講者合計２４９名 

『遊びの中の数学』シリーズ(全３回、受講者計７５名) 

６月３日｢トランプの並べ方｣ 

７月１日｢コンピュータでパズルを解けるの？｣ 

８月６日｢｢てまり｣の幾何学模様～美しさと対称性｣ 
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『持続可能な地域社会のモデルを探る』シリーズ(全３回、受講者計８０名) 

９月２日｢地方都市における持続可能な交通システムの可能性｣ 

１０月１日｢地域環境を活かした産業としてのエコツーリズムの可能性｣     

１１月４日｢ISO14001の有効な取組みに向けて｣ 

『環境と文化について語ります』シリーズ(全３回、受講者計９４名) 

１２月２日｢建築の意味－西洋の倫理と歴史｣ 

平成１９年２月３日｢民家に学ぶ｣ 

平成１９年３月３日｢世界居住誌－ヴァナキュラー建築の可能性｣ 
＜ビジネス講座(サテライト・キャンパス)＞ 

 会場：鳥取市立図書館、１シリーズ、受講者合計３２名 
『生き抜くためのビジネス講座』(全３回、受講者計３２名) 

６月１８日「勝つための決算書の見方」 

７月 ９日「人生長生き楽しく暮らすために」 

７月１６日「会社経営・事業成功のポイント」 

③地域イベントの開催、参画 

地域に開かれた大学の実現を図るとともに、地域社会へ研究・教育の成果を還元するため、主催事業を

開催するほか、地域で開催されるイベントに大学として参画した。 

＜第１０回因幡の手づくりまつり＞ 

６月１０日 主催：本学他複数団体、開催地：鳥取市 

手づくり講座等 

＜とっとり環境デー・地球温暖化防止フォーラム＞ 

６月１０日 主催：とっとり環境ネットワーク(本学も構成員) 開催地：鳥取市 

研究発表会、地球温暖化防止フォーラム 

 

＜循環型まちづくりシンポジウム＞ 

７月２３日 主催・会場：本学 

事業協力者への感謝状贈呈、基調講演（外部講師）、シンポジウム 
 

（６）産学官連携 

鳥取市若葉台地区に所在する県産業振興機構、発明協会県支部、県産業技術センター、企業数社により構成され

る「四季の会」等をメンバーとする「わかばだい連携倶楽部」ほか、連携推進のための会議・会合に本学教職員等

が参加した。 

①中国地域産学官コラボレーション会議（全５回） 
（５月２９日、６月１９日、９月２０日、１１月２７日、平成１９年３月１３日：広島市ほか） 

②鳥取県産学金官連携企画推進会議（５月２５日：鳥取市） 

③産学官連携推進会議（６月１０日～１１日：京都市） 

④公設試験研究機関所属長会議（６月１３日、９月１９日、平成１９年３月２９：鳥取市） 
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⑤支援する会幹事会（６月３０日、平成１９年１月１５日：鳥取市）、総会（７月２５日：鳥取市） 

⑥わかばだい連携倶楽部（７月２６日：鳥取市）  

⑦産学官連携サミット（１１月２０日：東京都港区） 

⑧高等教育機関と鳥取県との打合せ（１２月２５日：鳥取市） 

⑨鳥取県知的財産活用促進関係者会議（平成１９年１月２６日：鳥取市） 

⑩鳥取市、鳥取商議所との産学官連携懇談会（平成１９年２月１３日：鳥取市） 

⑪ほんまちクラブ【全５回】（５月１０日、７月７日、９月１５日、平成１９年１月１０日、 
平成１９年３月１３日：鳥取市） 

⑫中部元気クラブ【全４回】（４月２５日、７月４日、７月１８日、平成１９年２月１日：倉吉市） 

⑬米子６：００クラブ【全４回】(４月２日、６月２２日、１０月２７日、平成１９年１月１８日：米子市) 

 

（７）第三者評価 

平成１９年に実施する財団法人日本高等教育評価機構による第三者評価に向けて、自己点検・評価専門委員会を

１０回開催し、「大学の基本理念・目的」の整理を始めとした本学の現状・課題の把握及び改善方策の検討、自己評

価報告書の作成、必要資料の整理等を行った。 

また、本学の教職員の中から財団法人日本高等教育評価機構の評価員（２名）が選任され、同機構の本学評価員

は、合計で５名となった。 

ア 研究 

①学内研究費（個人研究費、学長配分研究費）による研究 

当大学専任教員による個人又は共同研究を実施した。 

個人研究費（教授・助教授・講師：７０万円、助手：４０万円） 

学長配分研究費 

②学外研究費による研究（６テーマ採択、総研究費 ２，６６８千円） 
民間企業等との共同研究・受託研究及び補助金研究（鳥取県環境学術研究費、科学研究費補助金等）を実施し

た。（共同研究、受託研究の( )内は18年度契約ﾍﾞｰｽ） 

【受託研究（７件：４，２９９千円）】 

［内訳］ 

      １．民間企業（４件：２，５２５千円） 

１）｢アーシングの効果に関する研究｣（５００千円） 

２）｢プラントにおける配管の検査方式に関する開発研究｣（５００千円） 

３）｢医療現場におけるバーコード誤読によるリスク分析と誤読率の定量的解析｣ (５２５千円) 

４）「住宅用塩ビサイディングの景観性能に関する調査研究第２期」（１，０００千円） 
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２．地方公共団体・公的機関等（３件：１，７７４千円） 

１）｢鳥取市におけるサステナブル・シティ実現戦略研究｣（５００千円） 

２）｢中海干拓事業弓浜干拓地営農検討業務｣（９２４千円） 

３）「水力発電所から発生する低中周波音等の分析並びにその対策」（３５０千円） 

【共同研究（１件：３００千円）】  

１）｢税務監査知識のパッケージ化とＡＳＰサービス形態での提供方法の開発｣ (３００千円) 

【鳥取県環境学術研究費補助金（１３テーマ採択、補助総額２３，０８０千円）】 

【鳥取県とっとり茅葺民家維持再生活用事業補助金（１件、１，６５０千円）】 

【科学研究費補助金（研究代表者３件、研究分担者１件、補助総額３，５５０千円）】 

【新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）補助事業（１件、１８，７００千円）】 

【経済産業省事業（財団法人日本情報処理開発協会より請負：１件、２，０００千円）】 

【経済産業省事業（株式会社三菱総合研究所より請負：１件、９９４千円）】 

イ 紀要の発行 

紀要編集委員会で準備を進めた紀要第５号を３月に発行した。（発行部数：５００部 論文：５件） 

ウ 出展事業 

以下の展示会へ出展し、本学の研究成果等を広くアピールした。 

産学官連携フェスティバル２００６         １０月１７～１８日 鳥取市 

山陰中核地域ものづくりフェア２００６       １２月 ８～１０日 米子市 

（とっとり産業技術フェア＆中海圏域産業技術展）    

エコプロダクツ２００６              １２月１４～１６日 東京都江東区 

NIKKOフェア（日興商会ビジネスフェア） 平成１９年 ２月 ８～ ９日 兵庫県尼崎市 
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（８）教職員教育 

ア ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）の実施 

 

 

 

 

 

 

教育職員の研修会を全５回実施し、職員のスキル及び資質の向上を図った。 

イ  スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）の実施  
№ テーマ 開催日 
① 理事長講話、意見交換「職員としてどうあるべきか」 平成１８年 ６月１３日（火） 

② 
「難しい時代を乗り越えるために」 
（芦屋大学 小熊伸一教授【学外講師】） 

８月 ７日（月） 

③ 「財務・予算について」 ９月２７日（水） 
④ 「入試制度について」 １０月 ４日（水） 
⑤ 明日を拓く組織風土革新の実際 １０月１０日（火） 
⑥ 「広報・パブリシティについて」 １１月 １日（水） 
⑦ 「教務について」 １１月 ８日（水） 
⑧ 「自己点検・第三者評価について」 １１月２２日（水） 
⑨ 「就職支援について」 １１月２９日（水） 
⑩ 「給与・人事について」 １２月 ６日（水） 

事務職員の研修会を全１０回実施し、職員のスキル及び資質の向上を図った。 
 

（９）環境関連活動 

ア 外部審査関連 
・外部審査機関（株式会社日本環境認証機構）によるサーベイランス（平成１９年２月５日～６日）を受審し、

総合評価は「向上」であった。軽微な観察事項3点あり。 

イ 内部監査関係 

  ・実施期間 １１月１６日～１７日 内部監査責任者 十倉教授 
  ・内部監査員（教職員１４名、学生４５名）１３チーム編成し、１６部署を監査 
  ・理事長への内部監査結果中間報告１２月２２日、理事長への最終結果報告平成１９年３月２８日 
ウ 教職員、学生及び学内協力会社による環境に配慮した学内啓発活動 

・校内環境負荷軽減活動（ＣＯ2 削減、コピー用紙、ゴミ分別、ゴミの再資源化、通勤・通学時自動車燃費軽減

の自主的取組、講義等の空調設備での温度管理、夜間照明点灯調整、電気製品のコンセントはずし、昼食時の

消灯等） 

 

 

№ テーマ 開催日 

① 
「難しい時代を乗り越えるために」 
（芦屋大学 小熊伸一教授【学外講師】） 

平成１８年 ８月 ７日（月） 

② 「大学院をとりまく状況について」 ８月 ９日（水） 
③ 「外部資金の獲得について」 １１月 ８日（水） 
④ 「第三者評価を中心として」 平成１９年 ３月 ６日（火） 

⑤ 第１回ワークショップ「講義のハウツウ」 ３月２９日（木） 
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・CO2削減学長プロジェクト（大学主催）の2年目のまとめ 

・ＢＤＦ使用スクールバスの運行（NEDO事業他） 

・事務用品・パソコン等のグリーン製品購入 

・学内売店でのグリーン商品取扱 

・ＩＳＯ14001カードの学生配布（４月） 

・学生へのＩＳＯレクチャー実施（４月３日～６日、９月２６日）[学生ＩＳＯ委員会、事務局] 

・学生への景観通信簿アンケート実施（４月３日～６日、９月２６日）[学生ＩＳＯ委員会] 

・環境教育効果としての学生への環境理解度試験の実施（９月２６日） 

・大学校内一斉清掃（４月２４日、１０月６日、１２月１１日、１２月１３日）[学生ＩＳＯ委員会、 

清掃協力会社] 

・ペットボトルキャップ・紙パック回収運動[学生ＩＳＯ委員会] 

・割り箸回収運動 

・環謝祭（学園祭）でのリターナブル食器の使用とゴミの分別回収コーナーの設置 

・第１回エコ検定（東京商工会議所主催）：受験者：１０４名。合格者７８名。 

・１～２学年への環境マインドを涵養するためのカリキュラム検討ワーキングの設置（１回）と学長答申。（１月）   

   ・鳥取県環境学術研究助成者発表会での学内パネル掲示 

・オープンキャンパス・環謝祭（学園祭）での研究室開放と研究展示発表 

エ 地域社会貢献活動（大学の取組活動も含む。） 
・公開講座（各学科での連載、４シリーズ） 

・教員による高校への遠隔教育（情報ハイウェイの利用） 

・高校への出前講義 

・教員の地域貢献活動２０３件（自治体審議会等委員、講演活動等） 

・学友会サークルによる環境関連地域社会貢献活動４２件 
（学生ＩＳＯ委員会、学友会、環境部、同好会グリーン購入研究会、ヤギ部、同好会風の研究会、Next Trade Tottori
同好会、クッキング同好会、中山間地域応援隊 MAB、同好会エコえん、キャンパスリサイクルユース実行委

員会、美術同好会、ゴルフ倶楽部同好会）（環境関連以外の地域貢献活動自体は３８件） 

・全国高校生環境論文の募集とシンポジウム（大学主催 １０月８日） 

・天ぷら廃食油精製「ＢＤＦ」の鳥取市１００円バスへの供給とＢＤＦスクールバスの運行 

・ＪＴ（日本タバコ）との鳥取駅周辺の清掃（学生ＩＳＯ委員会）４月２９日 

・鳥取砂丘での学生清掃（鳥取大学学生との連携）７月２日 

・鳥取しゃんしゃん祭り（８月１２日）のゴミ清掃隊（学友会） 

オ 環境関連学外活動（研究発表等含む） 
・産官学連携活動１０件 

・鳥取県環境推進企業協議会への参加（総会５月１７日、３月研修会へ衣川教授参加） 
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・「地球温暖化防止フォーラム」６月１０日での発表：小池環境大臣来鳥 

（とっとり環境ネットワーク主催） 本学発表：３件 

『廃油活用でCO2排出削減５０％時代の循環型まちづくり作戦』 

『フードマイレージによるCO2排出削減』環境政策学科４年  

古澤学長による講演『ライフスタイルと地球温暖化』 

・『第１０回因幡のてづくりまつり』への参画「地球温暖化防止フォーラム」６月１０日（木俣教授と学生）  

・日本環境教育学会第１８回大会（鳥取）プレイベントの開催。（１０月２１日） 

・「国道２９号にたぬき注意」の標識設置（小林研究室） 

・産官学フェスティバルでの鳥取県環境学術研究助成者発表。１０月１７日～１８日 

・エコプロダクツでのCO2削減学長プロジェクト研究成果発表（大学主催）（１２月） 

・鳥取県版環境管理システム認定制度の審査（１種）実施（３月 政策学科教員） 

実施先：産業振興機構 

カ 上記以外の学生ＩＳＯ委員会活動 

・鳥取市街地清掃（５月２９日、１１月１８日：学生ＩＳＯ委員会主催） 

・「日本列島を軽くしよう」（昨年に引き続き）５月２９日 市街地清掃後に他大学環境サークルと一緒に、回収

したゴミ袋を持って参加者約１００名がジャンプした。 

（鳥取環境大学を支援する会の環境コンペで第一位となった。） 

・信州大学より学生ＩＳＯ委員会が招待され、ＩＳＯ活動を報告（６月２７日～２８日） 

・学園祭でのゴミ分別コーナーでの回収作業 

・内部監査員活動（全員が参加） 
 

（１０）大学広報と学生募集 

ア  県内・近県ＪＲ駅電照看板の掲示 

本学のイメージを県内・近県に浸透させるため、ＪＲ鳥取駅、米子駅などに電照看板を設置した。オープンキャ

ンパス・入試日程等の告知にも使用した。 

イ  第３回環境論文募集と発表会の実施（募集期間７月～９月、発表会１０月８日） 

地球環境問題について、高校生の意識を高めてもらうために、高校生を対象として環境問題をテーマにした環

境論文募集を実施し、全国２５都道府県の５５から１０８８作品の応募があった。以下の受賞者を選出した。 

環境大賞         １名 

鳥取環境大学長賞  １名 

鳥取市長賞      ２名 

佳 作          ３名 

学校賞          ３校 

奨励賞          １３校 

環境論文の発表会と授賞式に併せ、広く環境問題に対する意識を高めてもらうことと、本学の環境問題に取り

組む姿勢をアピールするために、北野 大氏による特別講演を行った。 
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ウ  マスコミへの資料提供 

今年度の本学関連のイベントや、教員の研究活動、学生の活動等について、１１８件の情報を各マスコミに対

して提供し、その内容が新聞やテレビなどのマスコミに２８２回（うち県外２２回）取り上げられた。 

エ  パンフレットの作成 

受験生、保護者、高校教員、一般向けに、以下のパンフレットを作成した。 

       ・大学案内（２７，０００部・受験生向け） 

・就職アピールのためのパンフレット「ＥＣＯ」（全国版４回＋県内版２種類、県内高校別版１３種類、：計４

９，０００部・受験生向け） 

・各学科パンフレット（合計１８，０００部） 

・総合案内（５，０００部・一般向け） 

・学報「若葉台レポート」（２回：計８，０００部・保護者等向け） 

・その他、合格者向けパンフレット、出前講義メニュー、英語パンフレット等 

オ  広報媒体による広報活動 

受験雑誌、Ｗｅｂ広告、新聞広告等の広報媒体を用いて、受験生に対して本学の魅力・学科の内容、研究活動

などをアピールし、学生募集活動を行った。 

カ  オープンキャンパスの実施（６月１７日、８月５～６日、１０月７日・本学） 

本学を会場とし、本学の施設見学、学科の模擬授業、大学の概要説明、受験相談などを実施した。４日間で、

受験生、受験生の保護者、高校教員、一般来場者など計８１３名（うち受験対象者２５２名）の参加者があった。 

キ  高校訪問の実施 

県内外の高校に本学の内容を周知するため、延べ９７３校に対して訪問を行い、主に進路指導担当教員を対象

に、本学の説明と本学への出願の依頼を行った。 

ク  高校内説明会の実施 

主に県内の高校の教員、生徒、保護者に対し、本学の内容をより深く知ってもらうために、３３校の高校内に

て説明会を行った。（参加者２１１名） 

ケ  本学見学者への説明 

本学を訪れる見学者に対し、本学の内容をより深く知ってもらうために、本学教職員が見学対応及び説明を行

う。高校生を始め、高校教員、一般の方、小中学生等、合計９０５名に説明を行った。 

コ  進学相談会への参加 

全国各地で行われる進学相談会に本学ブースを出展（２７会場、参加者１２５名）し、本学に興味を持つ来場

者（高校生、高校教員、保護者）に本学の魅力をアピールした。 

サ  単独進学相談会の実施 

東京、福岡、米子にて、本学単独の進学相談会を実施した。参加者は高校生、保護者、高校教員合計で 
２０名 

シ ホームページの管理 

本学のホームページにおいて、大学の教育内容を紹介すると共に、学内外で実施されたイベント情報などを随

時発信することにより、本学を広く一般に周知した。 

 



- 27 - 

ス  県内教員対象説明会の実施（７月２５日実施） 

県内高等学校の教員を招いて、本学で施設見学会、説明会を実施した。２０校から２７名の高校教員に参加頂

き、本学の教員による学科説明、職員による就職・入試に関する説明、学生による施設案内を行った。 

セ  資料請求者への資料提供 

本学の資料請求者（３，９２４名）に対し、本学の資料送付や各種イベント（オープンキャンパス、進学相談

会など）の案内などを行った（１１回２２，８７５件送付）。また、希望者にはメールマガジンを用いた情報提供

も行った。 

 

（１１）入学試験 

ア  大学入学試験の実施（９月～３月） 
       ＡＯ入試（Ⅰ、Ⅱ）、一般公募制推薦入試、指定校推薦入試、一般入試Ａ方式・Ｂ方式・Ｃ方式、センター試験

利用入試（１期、２期、３期）、社会人特別入試、私費外国人留学生入試、３年次編入学試験を実施した。（募集

定員：３２４人、３年次編入募集定員：６人、社会人・留学生：若干名） 

受験状況：                     （単位：人（）は編入学で外数） 
学科名 定員 志願者 合格者 入学者 

環境政策学科 166(2) 229(2) 192(2) 103(1) 

環境デザイン学科 79(2) 63(2) 57(2) 38(2) 

情報システム学科 79(2) 69 60 44 

計 324(6) 361(4) 309(4) 185(3) 

イ  大学入試センター試験の実施（１月２０日～２１日） 

       大学入試センター試験の試験会場となり試験を実施した。鳥取県及び兵庫県の受験対象者の一部（３０８人）

が受験した。 
なお、本事業は、本学がセンター試験利用入試を実施するための必須事項である。 

ウ  大学院入学試験の実施（７月～２月） 
        推薦入試、一般入試（１期・２期）、ＡＯ入試（１期、２期、３期）を実施した（募集定員：２０人） 

受験状況：                               （単位：人） 
領域名 定員 志願者 合格者 入学者 

社会環境学領域 10 3 3 3 

環境デザイン領域 5 4 4 4 

情報システム領域 5 6 6 6 

計 20 13 13 13 
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（１２）情報システムの整備 

ア メールサービスの機能強化 
学内メールサーバの容量不足を解消するため、機器の更新を行いサービスの向上を図った。（平成１９年３月よ

り運用開始） 

イ ファイアーウォールの追加 

セキュリティ機能を強化するために、ファイアーウォールを追加した。(平成１９年２月より運用開始) 

 

ウ 無線LAN環境の整備 

無線 LAN を利用できなかった講義室に無線基地局を新たに配備し利用を可能とするとともに、既設の無線基

地局を新たな機器に変更し利用者環境の改善を図った。（平成１９年３月より運用開始） 

エ ネットワーク環境の保守 

学内２０００余箇所に設置している情報コンセントの点検及び補修を実施した。（９月、平成１９年３月） 

オ 教職員へのセキュリティポリシーの啓蒙 

セキュリティポリシー策定に向けてWGを開催し、事務職員向け啓蒙資料を作成した。（平成１９年３月） 
 

（１３）情報メディアセンターの運営 

ア  資料整備実績（学部経常経費、大学院経常経費、教材費、研究費及び寄贈受付け分の合算）                 

図書                                             ７７６冊 
視聴覚資料                            ５５点 

イ   開館日数                            ２５２日 
ウ   来館者（学生・教職員・学外者を含む延べ人数）       ９６，７７９人 
エ   貸出冊数（学生・教職員・学外者を含む図書貸出し延べ冊数）  ９，１３０冊 
オ  視聴覚貸出数（学生・教職員・学外者を含む視聴覚資料貸出し延べ点数。館内外を含む。）                            

８８０点 
カ   パソコン等情報機器貸出し件数                  ６８８回 
キ   文献複写依頼件数                        ３４４件 
ク   学生用パソコンの修理受付                    ４９３回 
ケ   パソコンヘルプデスク受付件数                １，４７１件 
コ   他図書館との連携 

      利用者へのサービス向上を目的とした、各種協議会に参加した。 
       鳥取地区図書館事務者協議会（２回）、鳥取県大学図書館協議会（１回）、中四国大学図書館協議会（１回） 

サ   利用者サービス向上への取り組み 
・情報メディアセンターの開館時間の延長（１１月より閉館時刻を１８時から１９時に変更） 
・司書による定期的な選書の開始（7月より毎月。２６９冊） 
・新着図書コーナー及び環境図書コーナーの新設（８月） 
・国立情報学研究所のＩＬＬ（図書館間相互貸借）相殺制度への加入（５月） 
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（１４）法人運営管理 

ア 理事会の開催 
区  分 開催時期 議 案 等 
第２６回 ５／２６（金） １７年度事業報告及び収支決算、理事の選任、学科長の選

任等 
第２７回 １０／２４（火） 評議員の選任、鳥取環境大学学則変更、及び鳥取環境大学大学院

学則変更、給与規程の改正、業務運営理事会の先決事項の承認等 
第２８回 １１／１４（火） 『本学教員による理事長及び学長退任要求について』の報

告等 
第２９回 １２／１３（水） 『大学改革についての基本的な考え方（素案）』、『学校法人鳥

取環境大学の中期的な視点での財政計画（素案）』の報告等 
第３０回 ３／２２（木） 平成１９年度事業計画（案）及び収支予算（案）、学則の

一部変更、評議員の選任、研究科長の選任、センター長の

選任、学科長の選任、業務運営理事会の先決事項の承認、

諸規程の改正及び制定、役員及び評議員の報酬額等 

イ 評議員会の開催 
区  分 開催時期 議 案 等 
第２２回 ５／２４（水） 平成１７年度事業報告及び収支決算等 
第２３回 １０／１８（水） 平成１８年度予算の補正、平成１９年度準特待生制度、雇

用上の地位保全等に係る裁判上の和解、副学長の期末手当

等 
第２４回 １２／６（水） 『大学改革についての基本的な考え方（素案）』、『学校法人鳥

取環境大学の中期的な視点での財政計画（素案）』の報告等 
第２５回 ３／２２（木） 平成１９年度事業計画（案）及び収支予算（案）等 

ウ 業務運営理事会の開催 

日常的な管理運営事項等を審議するために、業務運営理事会を計７回開催し、次に掲げる事項についての報告

も行った。 

・例月の業務の執行状況及び月次決算書等の報告 

・学生の活動状況及び異動（休退学など）状況 

・その他大学行事の実施状況など必要と認める事項 

  エ 中期教育・経営指針(案)の策定 

    近年の入学者実績等の厳しい経営状況及び将来推計から、持続的な大学経営への転換を目指して、中期教育・

経営指針の策定作業に着手した。 
まず、同指針の素案については、主に大学運営会議で議論するとともに、平成１９年２月には理事・評議員を

含めた学内意見を募集作業を実施した。 
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３ 財務の概要 
（１）経年比較 
【消費収支】                                 （金額単位：百万円（端数四捨五入）、< >内は前年対比：%） 

 
 
 
 
 
 
 

科   目 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 

学生生徒等納付金 659 <159.8> 1,053 <131.9> 1,389 <120.4> 1,673 < 91.2> 1,525 < 88.6> 1,352 

地方公共団体補助金 1,849 < 57.9> 1,070 < 56.9> 609 < 36.3> 221 < 12.7> 28 < 85.7> 24 

国庫補助金        < － > 173 < 92.4> 159 

その他 79  82  67  60  82  33 

消費収入計（A） 2,587 < 78.9> 2,041 <101.2> 2,065 < 94.6> 1,954 < 92.5> 1,808 < 86.7> 1,568 

人件費 701 <110.4> 774 <103.4> 800 < 99.9> 799 < 95.7> 765 <102.7> 786 

教育研究経費 665 <120.2> 799 <103.8> 829 < 99.0> 821 < 83.9> 689 < 85.1> 587 

管理経費 279 <106.1> 296 <109.1> 323 < 87.3> 282 <106.4> 300 < 88.2> 264 

その他 0  3  5  3  1  3 

消費支出計（B） 1,645 <113.8> 1,872 <104.5> 1,957 < 97.3> 1,905 < 92.1> 1,755 <93.5> 1,640 

（A）-(B) 942 < 17.9> 169 < 63.9> 108 < 45.4> 49 <108.2> 53 <-136.3> △72 
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【貸借対照表】                  （金額単位：百万円）※建物等の有形固定資産が年々減少しているのは減価償却の為 
 

科   目 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 

土地 6,008 6,026 6,026 6,026 6,026 6,026 

建物 7,603 7,354 7,071 6,795 6,512 6,228 

教育研究用機器備品 682 584 471 355 231 184 

図書 194 239 247 259 263 266 

現預金・引当資産 1,877 2,551 2,988 3,521 3,869 4,152 

その他 164 136 128 109 84 61 

資産計① 16,528 16,890 16,931 17,065 16,985 16,917 

退職給与引当金② 12 22 35 47 43 42 

未払金③ 119 136 64 120 45 49 

前受金④ 355 293 268 248 192 160 

その他負債⑤ 10 20 7 7 5 4 

基本金⑥ 15,057 15,275 15,306 15,342 15,346 15,380 

翌年度繰越消費収入超過額⑦ 975 1,144 1,251 1,301 1,354 1,282 

②～⑦計（＝①） 16,528 16,890 16,931 17,065 16,985 16,917 


